
赤字箇所→広報なとり2021.12月号掲載時より修正

○バランスシート（貸借対照表）とは

【資産の部（２，６８９億円）】 【負債の部（３４３億円）】

固定負債（３０８億円、８９．８％）

　有形固定資産（道路、学校など） 　地方債 ２６３億円

２，３１２億円 　退職手当引当金 ３１億円

　その他固定負債 １４億円

７８億円

　投資及び出資金 １９２億円 流動負債（３５億円、１０．２％）

　その他固定資産 ８億円 　翌年度償還予定地方債 ２９億円

　その他の流動負債 ６億円

流動資産（９９億円、５．２％）

　現金預金等 ９７億円

　その他流動資産 ２億円 【純資産の部（２，３４６億円）】

純資産 ２，３４６億円

資産計 ２，６８９億円 負債・純資産計 ２，６８９億円

○行政コスト計算書とは

【行政コスト】

児童手当、生活保護費などの扶助費
補助金や特別会計への繰出金など

【収益】

【純行政コスト】

使用料・手数料など １７億円 施設使用料、市営住宅使用料、保育料など

「行政コスト」-「収益」 ４１８億円
市税や地方交付税によりまかなわれる正味の行
政コスト

移転支出的コスト ２１５億円

その他のコスト ２７億円 地方債の利子、災害復旧費など

合計 ４３５億円

令和２年度の名取市の行政コスト計算書

　市が税金などにより行う行政活動のうち資産形成を伴わないものを「行政コスト」としてとらえ、その性質別の内訳
や受益者負担の程度を明らかにする財務書類です。本来の市の決算は現金主義により作成されますが、行政コスト計算
書では減価償却費なども含めた発生主義の考えを取り入れて作成しています。

人にかかるコスト ５７億円 職員給与や共済保険料など

物にかかるコスト １３６億円 物品の購入費、施設の修繕費や減価償却費など

令和２年度の名取市のバランスシート（貸借対照表）

　市がどのような資産をどのくらい保有しているのか、その資産がどのような財源で整備されてきたのかを総括的に対
照表示した財務書類です。ここでは、令和３年３月３１日現在における資産と負債、純資産のバランスについて表して
います。

借 方 貸 方

固定資産（２，５９０億円、９４．８％）

　特定目的基金などの積立金
【固定資産】
道路や学校などの有形固定
資産や、震災復興事業など決
まった目的のために積み立て
る基金などを計上しています。

【流動資産】
現金預金のほか、必要時にす
ぐに現金化することができる
基金などを計上しています。

市では、平成２０年度決算から財務諸表を作成し、
ホームページで公表しています。

財務諸表の詳細についてはそちらをご確認ください。
http://www.city.natori.miyagi.jp/soshiki/soumu/zaisei

平成２８年度決算より、これまで作成してきた総務省
方式改訂モデルにかわり、統一的な基準による財務
書類を作成しています。

※バランスシート、行政コスト計算書の作成範囲は、一般会計、土地取得特別会計、休日夜間急患センター特別会計、被災市街地復興土地区
画整理事業特別会計とし、水道事業など企業会計や主に保険料などにより運営される国民健康保険特別会計、介護保険特別会計、後期高
齢者医療特別会計は除外しています。

【資産】
市が保有する財産の総額で、
将来世代へ引き継ぐ資産です。

市民一人
あたりの

バランスシート

【負債】
将来、市から資金流出をもたらす
もので、資産に対し約1割を占めて
います。
具体的には、将来償還すべき地
方債などで、「将来世代の負担」に
よりまかなわれます。

【現金主義】
現金の収入・支出という事実に基づいて、それを
記録する考え方。

【発生主義】
現金の収入・支出に関わらず、経済取引が発生し
た時点で収益・費用を記録する考え方。

【地方債】
道路や学校などを建設するための
建設地方債、地方交付税の交付
不足額を補てんするために発行す
る臨時財政対策債などがあります。

【純資産】
市の資産の財源のうち、地方債な
ど負債によらないもの、すなわち、
「これまでの世代」により負担され
たもので、資産に対し約9割を占め
ています。

人口  ７９，４５９人（令和３年３月３１日現在）

資　産 負　債

４３万２千円

３３８万４千円 純資産

２９５万２千円


